
 ５Ｂ５Ｂ 解答と解説解答と解説  予習シリーズ５年㊦ 第16回（2023.12.23）

算 数

１ ５宗 唄 欝６ ７
就 唄 540 欝 250 蔚 5000

州 唄 500 欝 12 蔚 ９ 鰻 240 姥 15 厩 15

修 唄 ウ 欝 ９ 蔚 980

愁 唄 12 欝 180

拾 唄 16 欝 150

洲 唄 14 欝 72

解 説

就 唄 切り口は右の図の長方形ＰＱＨＤで，Ｂをふくむ立体は太線の四

角柱です。

15÷２＝7.5(㎝) ……ＢＰ

(7.5＋15)×８÷２×６＝540(安) ……求める体積

欝 切り口は右の図の平行四辺形ＰＱＲＳです。求める体積(かげの

部分)は，底面が１辺５㎝の正方形で高さが20㎝(＝８㎝＋12㎝)の

直方体(太線部分)の体積を２等分したものと等しいので，

５×５×20÷２＝250(安)

蔚 切り口は右の図の三角形ＡＣＨです。Ｂをふくむ立体(太線部分)

は直方体から三角すいをのぞいた立体ですから，

１20×20÷２×15× ＝1000(安) ……三角すいの体積３

20×20×15－1000＝5000(安) ……求める体積

州 唄 30÷0.06＝500(ｇ)

欝 食塩の重さが一定ですから，食塩水の重さと濃さは反比例します。

1 １： ＝１：６ ……水を250ｇ蒸発させる前後の濃さの比300 300－250

２÷１×６＝12(％) ……求める濃さ

蔚 500×0.05＋200×0.19＝63(ｇ) ……食塩の重さの和

63÷(500＋200)＝0.09 → ９％ ……求める濃さ

鰻 食塩の重さが一定ですから，

１ １： ＝５：９ ……水を混ぜる前後の食塩水の重さの比
18 10

300÷５×(９－５)＝240(ｇ) ……混ぜた水の重さ

姥 食塩の重さ＝食塩水の重さ×食塩水の濃さより，

(200×５)：(300×４)＝５：６ ……食塩の重さの比

66÷(５＋６)×５＝30(ｇ) ……Ａの食塩水の食塩の重さ

30÷200＝0.15 → 15％ ……求める濃さ

厩 求める濃さは，はじめのＡ，Ｂの食塩水をすべて混ぜたときの濃さと等しいです。したがって，

(100×0.03＋300×0.19)÷(100＋300)＝0.15 → 15％
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修 唄 切り口は右の図の四角形ＡＦＱＰ

(ＡＦとＰＱは平行)で，「台形」です。

欝 かげの三角形は相似ですから，相

似比を使って，

ＦＥ：ＱＨ＝ＡＥ：ＰＨ

＝10：６

＝５：３ ……相似比

15÷５×３＝９(㎝) ……ＱＨ

蔚 図のように，切り口の辺と直方体の辺を交わるまでのばします。Ｈをふくむ立体(太線部分)は大きい三角すい

から小さい三角すいをのぞいた立体で，この２つの三角すいの相似比は５：３ですから，

(５×５×５)：(３×３×３)＝125：27 ……大小の三角すいの体積の比

ＥＲ：ＨＲ＝５：３ → 20÷(５－３)×３＝30(㎝) ……ＨＲ

１９×30÷２×６× ＝270(安) ……小さい三角すい３

270÷27×(125－27)＝980(安) ……求める体積

愁 唄 ８％，22％の食塩水の重さを５，２として，

５×0.08＋２×0.22＝0.84 ……食塩の重さの和

0.84÷(５＋２)＝0.12 → 12％ ……求める濃さ

別解 右のような数直線で表します。求める濃さはアで，イ：ウは重さの逆比に

なりますから２：５です。したがって，

22－８＝14(％) ……イ＋ウ

14÷(２＋５)×２＝４(％) ……イ

８＋４＝12(％) ……求める濃さ(ア)

1 1欝 ： ＝９：７ ……５％の食塩水と13％の食塩水の重さの比(重さの和は320ｇ)8.5－５ 13－8.5

320÷(９＋７)×９＝180(ｇ) ……求める重さ

拾 唄 ＡからＢに食塩水を50ｇ移したので，Ａの食塩水は「20％の食塩水(250－50＝)200ｇと水50ｇを混ぜたもの」

です。したがって，その濃さは，

200×0.2÷250＝0.16 → 16％

欝 食塩水の重さが一定なら，食塩の重さと濃さは比例し，濃さが一定なら，食塩水の重さと食塩の重さは比例し

ます。したがって，

20：８＝５：２ ……最初と最後のＡの食塩水の食塩の重さの比

→ 最初のＡの食塩水とＢに何ｇか移した直後のＡの食塩水の重さの比＝５：２

250÷５×(５－２)＝150(ｇ)

……Ｂの食塩水の重さ

別解 最初と最後のＡの食塩水の，食塩の重さの差に注目します。

250×(0.2－0.08)＝30(ｇ) ……食塩の重さの差 → Ｂに移した食塩水(20％)にふくまれる食塩は30ｇ

30÷0.2＝150(ｇ) ……Ｂの食塩水の重さ

洲 唄 やりとりをまとめると右の図になり，求める濃さはウです。食塩水全体の重

さ，食塩水にふくまれている食塩全体の重さは，それぞれ変わりませんから，

300×0.04＋120×0.2－380×0.08＝5.6(ｇ)

……最後のＢの食塩水の食塩の重さ

300＋120－380＝40(ｇ) ……カ

5.6÷40＝0.14 → 14％ ……求める濃さ(ウ)

欝 求める重さはアで，１回目の混合は「４％の食塩水アｇと20％の食塩水120

ｇを混ぜて14％(ウ)になった」ですから，

１ １： ＝３：５ ……アｇ：120ｇ14－４ 20－14

120÷５×３＝72(ｇ) ……求める重さ(ア)
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